
（１）調査の目的
こどもたちの未来が生まれ育った環境に左右されることなく、自分の可能性を追求できる社会の実現を目指し、こども

の日々の様子や学習の様子、子育て家庭における仕事や生計、健康状況などを把握することで、子育て世帯等へのより効
果的な施策に役立てることを目的として、小学５年生及び中学２年生のこどもとその保護者を対象に調査を実施します。

「流山市こどもの生活状況に関する実態調査」の結果について

（２）実施内容

資料１
第３回子ども・子育て会議

調査対象者 調査数 回答数 回答率
市立全小学校５年生 2,000件 1,771件 88.6％
市立全中学校２年生 1,640件 1,558件 95.0％

保護者（小学５年生及び中学２年生） 3,640件 1,609件 44.2％

（３）実施結果

調査期間︓令和5年11月17日（金）から令和5年12月20日（水）まで
調査方法︓こどもについては、市立小学校・中学校を通じて、オンラインで回答。保護者については、スキットメールで調査を周知し、

オンラインで回答。

（４）分析結果に関する注意点
① 保護者票では、婚姻状況や世帯収入についての設問を設定しているため、「親の婚姻状況」、「世帯収入【等価
世帯所得】」に応じて回答を集計しています。

② 小学生票・中学生票と保護者票は、回答世帯の紐づけを行っておりません。そのため、小学生票・中学生票では
「親の婚姻状況」、「世帯収入【等価世帯所得】」に応じて回答は集計しておりません。

（参考）集計表の見方について
一部ページには右のような集計表で結果を示しています。
例えば、小学生全体の1,771人のうち、「とても思う」
を回答した813人の中で、表を右に見ていき、813人の
うちそれぞれの回答を選択（複数回答）した割合を示
しています。
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（５）分析結果のポイント
２（１）勉強時間、授業内容の理解【小学生票・中学生票 問６・４ページ】
 授業がわからなくなった時期について、小学生では「５年生になってから」が最も高く、中学生では「中学１年生のころ」
が最も高くなっています。
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２（３）将来の進学先の希望【小学生票・中学生票 問７・６ページ／保護者票 問20・29ページ】
 将来の進学先の希望について、小学生、中学生ともに「大学まで」が最も高くなっており、保護者も全体では「大学まで」
が最も高くなっていますが、親の婚姻状況や世帯収入によって将来の進学先の希望する割合が異なっています。

３（１）食事の状況【小学生票・中学生票 問12・８ページ】
 一緒に食事をする人について、「ひとりで食べることが多い」は、小学生が9.6％、中学生が19.6％となっています。生活
の満足度とのクロス集計では、「0（まったく満足していない）～2」と回答した割合は、小学生で32.1
％、中学生で43.9％となっています。

４（１）家族の世話をする状況【小学生票・中学生票 問18・12ページ】
 家族の世話の有無、世話を必要とする家族について、しているのは、小学生が36.6％、中学生が17.7％となっています。
世話を必要とする家族は、小学生、中学生ともに、「親」「自分のきょうだい」がいずれも約50％となっています。

５（３）こころの健康に影響を及ぼす体験【小学生票・中学生票 問22・19ページ】
 こころの健康に影響を及ぼす体験について、虐待や両親の離婚などの体験に関する設問に３つ以上あてはまるのは、小学生
が5.8％、中学生が4.6％となっています。

４（１）生活の満足度【保護者票 問29・37ページ】
 生活の満足度について、「0（まったく満足していない）～2」が4.7％、「3～4」が10.9％となっています。婚姻状況と
のクロス集計では、ひとり親が「0（まったく満足していない）～2」「3～4」で既婚を約10％上回っています。
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５（２）他者との関係やこころの状態【小学生票・中学生票 問25・18ページ】
 自尊感情に関することについて、「自分は価値のある人間だ」「自分のことが好きだ」を「あまり思わない」「思わない」
と回答した小学生は35.1％、34.4％となっているのに対し、中学生は40.7％、42.4％と高い割合となっています。


